
頁 行 誤 正（および追加）
　９１頁 ↓11行目 残りは脂肪質で合成され

た・・・
残りは細胞質で合成され
た・・・

１０９頁 ↑３～４行目 （訳者注：ヘキソキナー
ゼとは異なりフルクトー
ス，ガラクトースとは反

（訳者注：ヘキソキナー
ゼとは異なりフルクトー
スとは反応・・・．）

１４７頁

↑３～４行目 ，静止期に入るや否やグ
リコーゲン分解が開始さ
れる．

，静止期に入るや否やグ
リコーゲン合成が開始さ
れる．

１４９頁 ↑１３行目 プロテインホスファター
ゼ１はインスリンによっ
て

プロテインホスファター
ゼ１は（訳者注：筋肉では）
インスリンによって

１５０頁 ↓１～２行目 プロテインホスファター
ゼ１の良い基質となり，
aからbへの変換が促進さ
れる．

プロテインホスファター
ゼ１の良い基質となり，
aからbへの変換が促進さ
れる．（訳者注：肝臓ではプ
ロテインホスファターゼ１は活
性型のグリコーゲンホスホリ
ラーゼaに結合してホスファ
ターゼ活性を発揮できない状態
にあるが，グルコース－グリ
コーゲンホスホリラーゼa複合
体のリン酸基を外すことによ
り，グリコーゲンホスホリラー
ゼのaからbへの変換を促進し，
自らはグリコーゲンホスホリ
ラーゼbから遊離し，ホスファ
ターゼ活性を発揮できるように
なる．）

１５７頁 ↓１行目 ・・・びグルコース） ・・・びスクロース）
１９５頁 図15.1の説明 代表的な脂肪酸の構造． 代表的な脂質の構造．
３７７頁 ↑５行目 （インスリン依存性糖尿

病insulin-dependent
diabetes mellitus）

（以前はインスリン依存
性糖尿病insulin-
dependent diabetes
mellitusと呼ばれていた）

３７７頁 ↑３～５行目 （インスリン非依存性糖
尿病non-insulin-
dependent diabetes
mellitus）

（以前はインスリン非依
存性糖尿病non-insulin-
dependent diabetes
mellitusと呼ばれていた）

３８０頁 ↑２～５行目 d.高トリアシルグリセ
ロール血症：糖尿病で
は，わずかなインスリンに反
応して脂肪細胞からの脂肪酸の
濃度が急激に上昇し、そのこと
により肝臓（p.212参照）での
トリアシルグリセロール
の合成が促進される．

d.高トリアシルグリセ
ロール血症：糖尿病で
は，インスリン濃度が低いた
めに脂肪細胞から放出される遊
離脂肪酸濃度が有意に上昇し
（p.212参照），それによって
肝臓におけるトリアシルグ
リセロール合成が促進さ
れる．
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